
看護学部看護学科
1　教育課程（カリキュラム）

看護学部看護学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
科
目

言語・情報系

日本語表現法 15 ○ 1
英語Ⅰ 8 ○ 1
英語Ⅱ 15 ○ 1
英語Ⅲ 15 ○ 1
情報処理Ⅰ 15 ○ 1
情報処理Ⅱ 15 ○ 1
ICT 活用技術 15 ○ 1

人文科学系

哲学 8 ○ 1
生命倫理学 8 ○ 1
心理学 8 ○ 1
教育心理学 8 ○ 1
宗教と民族 8 ○ 1
人間関係論 8 ○ 1

社会科学系

法学入門 8 ○ 1
日本国憲法 15 ○ 2
経済と政策 8 ○ 1
教育学概論 8 ○ 1
社会学 8 ○ 1
社会保障論 8 ○ 1

自然科学系

物理学 8 ○ 1
生物学 8 ○ 1
自然環境と災害 8 ○ 1
統計学入門 8 ○ 1
健康スポーツⅠ 8 ○ 1
健康スポーツⅡ 15 ○ 1

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能

人体構造と機能Ⅰ 15 ○ 2
人体構造と機能Ⅱ 15 ○ 2
人体構造と機能Ⅲ 15 ○ 2
生化学 8 ○ 1
微生物学 8 ○ 1
栄養学 8 ○ 1

疾病の成り立ちと
回復の促進

病理学 8 ○ 1
病態治療学Ⅰ 15 ○ 2
病態治療学Ⅱ 15 ○ 2
病態治療学Ⅲ 15 ○ 2
病態治療学Ⅳ 15 ○ 2
看護薬理学 15 ○ 2

健康支援と
社会保障制度

公衆衛生学 8 ○ 1
疫学　＊ 8 ○ 1
保健情報論　＊ 15 ○ 2
保健医療福祉行政論 15 ○ 2
チームアプローチ入門 15 ○ 1

専
門
科
目

基礎看護学

看護学概論 15 ○ 2
看護倫理 8 ○ 1
看護過程論 15 ○ 2
基礎看護技術Ⅰ 8 ○ 1
基礎看護技術Ⅱ 30 ○ 2
基礎看護技術Ⅲ 15 ○ 1
基礎看護技術Ⅳ 30 ○ 2
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科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

専
門
科
目

地域・在宅看護学

地域・在宅看護学概論Ⅰ 8 ○ 1
地域・在宅看護学概論Ⅱ 8 ○ 1
地域・在宅看護学援助論 15 ○ 2
地域・在宅看護学援助方法 15 ○ 1
地域包括ケア論 8 ○ 1

成人看護学
成人看護学概論 8 ○ 1
成人看護学援助論 15 ○ 2
成人看護学援助方法 30 ○ 2

老年看護学
老年看護学概論 8 ○ 1
老年看護学援助論 15 ○ 2
老年看護学援助方法 15 ○ 1

小児看護学
小児看護学概論 8 ○ 1
小児看護学援助論 15 ○ 2
小児看護学援助方法 15 ○ 1

母性看護学
母性看護学概論 8 ○ 1
母性看護学援助論 15 ○ 2
母性看護学援助方法 15 ○ 1

精神看護学
精神看護学概論 8 ○ 1
精神看護学援助論 15 ○ 2
精神看護学援助方法 15 ○ 1

看護の基盤と応用

看護過程展開方法 15 ○ 1
家族支援論 8 ○ 1
救急救命学 15 ○ 2
クリティカルケア看護学 8 ○ 1
周術期看護論 15 ○ 2
リハビリテーション論 15 ○ 2
緩和ケア論 8 ○ 1

看護の統合と実践

医療安全管理論 8 ○ 1
災害看護論 15 ○ 2
看護管理論 8 ○ 1
国際看護論 8 ○ 1
スタートアップセミナー 15 ○ 1
キャリアデザインセミナー 8 ○ 1
看護研究Ⅰ 8 ○ 1
看護研究Ⅱ 15 ○ 1
看護学総合講義 15 ○ 2

臨地実習

基礎看護学実習Ⅰ 40h ○ 1
基礎看護学実習Ⅱ 80h ○ 2
地域・在宅看護学実習Ⅰ 40h ○ 1
地域・在宅看護学実習Ⅱ 40h ○ 1
領域横断看護実習 120h ○ 3
成人看護学実習 120h ○ 3
老年看護学実習 120h ○ 3
小児看護学実習 80h ○ 2
母性看護学実習 80h ○ 2
精神看護学実習 80h ○ 2
統合実習 120h ○ 3

公衆衛生看護学

公衆衛生看護学概論　＊ 8 ○ 1
公衆衛生看護学援助論Ⅰ　＊ 15 ○ 2
公衆衛生看護学援助論Ⅱ　＊ 15 ○ 2
公衆衛生看護学援助方法　＊ 15 ○ 1
公衆衛生看護管理論　＊ 15 ○ 2
公衆衛生看護学実習Ⅰ　＊ 40h ○ 1
公衆衛生看護学実習Ⅱ ＊ 120h ○ 3

卒業要件単位数　124単位以上（保健師課程　135単位以上）
＊の科目は保健師課程を選択した場合、必修科目として履修。ただし、「公衆衛生看護学概論」については、看護師課程のみ履修する学生も選択できます。
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2　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）看護学部に４年以上在学すること。

◦　休学期間は在学期間に含めません。

◦　在学期間は8年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること

　必修科目115単位及び選択科目9単位以上、合計124単位以上を「教養科目」、「専門基礎科目」、

「専門科目」から以下のとおり修得すること。

科目区分
卒業要件単位数

必修 選択 計
教養科目 15単位 5単位以上 20単位以上

専門基礎科目 24単位
４単位以上
＊ 「疫学」、「保健情報論」、「救急救命学」、
「クリティカルケア看護学」、「リハビリ
テーション論」、「国際看護論」、「公衆衛生
看護学概論」から選択

104単位以上

専門科目 76単位

合計 115単位 9単位以上 124単位以上

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
看護学部の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、看護師国家試験の受験資格が得られるととも

に、学士（看護学）の学位が与えられます。

4　履修登録単位数の上限
看護学部では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履修

登録単位数の上限を50単位と定めています。

5　実習
（1）実習の履修要件

以下の実習科目を履修するためには、次の要件を満たさなければなりません。

科目名 履修要件

基礎看護学実習Ⅱ
「看護学概論」、「基礎看護技術Ⅰ」、「基礎看護技術Ⅱ」及び「基礎看
護学実習Ⅰ」の単位を修得していること。また、「看護過程論」、「基
礎看護技術Ⅲ」の単位を修得する見込みがあること。

地域・在宅看護学実習Ⅰ
1年次に配当されている必修科目の単位をすべて修得し、「地域・在
宅看護学概論Ⅰ」の単位を修得する見込みがあること。

領域横断看護実習
1年次に配当されている必修科目の単位をすべて修得し、「看護過程
展開方法」の単位を修得していること。
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リハビリテーション学部リハビリテーション学科
1　教育課程（カリキュラム）

リハビリテーション学部リハビリテーション学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

【理学療法学専攻】

科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
科
目

言語・情報系

日本語表現法 15 ○ 1

英語Ⅰ 8 ○ 1

英語Ⅱ 15 ○ 1

英語Ⅲ 15 ○ 1

情報処理Ⅰ 15 ○ 1

情報処理Ⅱ 15 ○ 1

ICT 活用技術 15 ○ 1

人文科学系

哲学 8 ○ 1

生命倫理学 8 ○ 1

心理学 8 ○ 1

教育心理学 8 ○ 1

宗教と民族 8 ○ 1

人間関係論 8 ○ 1

社会科学系

法学入門 8 ○ 1

日本国憲法 8 ○ 1

経済と政策 8 ○ 1

教育学概論 15 ○ 2

社会学 8 ○ 1

社会保障論 8 ○ 1

自然科学系

物理学 8 ○ 1

生物学 8 ○ 1

自然環境と災害 8 ○ 1

統計学入門 8 ○ 1

健康スポーツⅠ 8 ○ 1

健康スポーツⅡ 15 ○ 1

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能
及び心身の発達

解剖学Ⅰ 15 ○ 2

解剖学Ⅱ 15 ○ 2

解剖学演習 15 ○ 1

解剖学実習 20 ○ 1

生理学Ⅰ 15 ○ 2

生理学Ⅱ 15 ○ 2

生理学実習 20 ○ 1

運動学総論 8 ○ 1

運動学演習Ⅰ 15 ○ 1

運動学演習Ⅱ 15 ○ 1

運動学実習 20 ○ 1

機能解剖学実習 20 ○ 1

臨床運動学 15 ○ 2

人間発達学 8 ○ 1

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

薬理学 8 ○ 1

病理学 8 ○ 1

小児科学 8 ○ 1

老年学 8 ○ 1

内科学 15 ○ 2

神経学 15 ○ 2

整形外科学 15 ○ 2

精神医学 15 ○ 2
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科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

専
門
基
礎
科
目

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

臨床心理学 8 ○ 1

栄養学 8 ○ 1

救急救命学 8 ○ 1

公衆衛生学 8 ○ 1

言語聴覚療法概論 8 ○ 1

臨床検査・画像診断学 8 ○ 1

保健医療福祉と
リハビリテーションの理念

リハビリテーション概論 15 ○ 2

チームアプローチ入門 15 ○ 1

保健医療福祉連携論 15 ○ 1

専
門
科
目

基礎理学療法学

理学療法学概論 15 ○ 2

トランスレーショナルセミナーⅠ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅡ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅢ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅣ 15 ○ 1

理学療法研究法Ⅰ 8 ○ 1

理学療法研究法Ⅱ 30 ○ 2

理学療法管理学 理学療法管理学 15 ○ 2

理学療法評価学

理学療法評価学 8 ○ 1

基礎理学療法評価学実習 20 ○ 1

運動器障害理学療法評価学実習 20 ○ 1

神経障害理学療法評価学実習 20 ○ 1

内部障害理学療法評価学演習 15 ○ 1

理学療法評価学総合実習 20 ○ 1

理学療法治療学

運動器障害理学療法学 15 ○ 2

運動器障害理学療法学演習 30 ○ 2

神経障害理学療法学 15 ○ 2

神経障害理学療法学演習 30 ○ 2

高次脳機能障害学 8 ○ 1

内部障害理学療法学 15 ○ 2

内部障害理学療法学演習 30 ○ 2

神経筋疾患理学療法学 15 ○ 2

小児理学療法学 8 ○ 1

物理療法学 15 ○ 2

物理療法学演習 15 ○ 1

義肢装具学 15 ○ 2

義肢装具学演習 15 ○ 1

日常生活活動学 15 ○ 2

日常生活活動学実習 20 ○ 1

予防理学療法学 15 ○ 2

スポーツ理学療法 30 ○ 2

疼痛理学療法 8 ○ 1

先端理学療法 8 ○ 1

臨床実習

臨床実習Ⅰ（体験実習） 45h ○ 1

臨床実習Ⅱ（評価実習） 180h ○ ４

臨床実習Ⅲ（総合実習） 315h ○ 7

臨床実習Ⅳ（総合実習） 315h ○ 7

地域リハビリテーション実習 45h ○ 1

地域理学療法学

地域理学療法学 8 ○ 1

地域理学療法学演習 15 ○ 1

生活環境論 8 ○ 1

特別演習
理学療法学総合演習Ⅰ 15 ○ 1

理学療法学総合演習Ⅱ 15 ○ 1

総計（卒業要件129単位以上） 125 15
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【作業療法学専攻】

科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
科
目

言語・情報系

日本語表現法 15 ○ 1

英語Ⅰ 8 ○ 1

英語Ⅱ 15 ○ 1

英語Ⅲ 15 ○ 1

情報処理Ⅰ 15 ○ 1

情報処理Ⅱ 15 ○ 1

ICT 活用技術 15 ○ 1

人文科学系

哲学 8 ○ 1

生命倫理学 8 ○ 1

心理学 8 ○ 1

教育心理学 8 ○ 1

宗教と民族 8 ○ 1

人間関係論 8 ○ 1

社会科学系

法学入門 8 ○ 1

日本国憲法 8 ○ 1

経済と政策 8 ○ 1

教育学概論 15 ○ 2

社会学 8 ○ 1

社会保障論 8 ○ 1

自然科学系

物理学 8 ○ 1

生物学 8 ○ 1

自然環境と災害 8 ○ 1

統計学入門 8 ○ 1

健康スポーツⅠ 8 ○ 1

健康スポーツⅡ 15 ○ 1

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能
及び心身の発達

解剖学Ⅰ 15 ○ 2

解剖学Ⅱ 15 ○ 2

解剖学演習 15 ○ 1

解剖学実習 20 ○ 1

生理学Ⅰ 15 ○ 2

生理学Ⅱ 15 ○ 2

生理学実習 20 ○ 1

運動学総論 8 ○ 1

運動学演習Ⅰ 15 ○ 1

運動学演習Ⅱ 15 ○ 1

運動学実習 20 ○ 1

機能解剖学実習 20 ○ 1

臨床運動学 15 ○ 2

人間発達学 8 ○ 1

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

薬理学 8 ○ 1

病理学 8 ○ 1

小児科学 8 ○ 1

老年学 8 ○ 1

内科学 15 ○ 2

神経学 15 ○ 2

整形外科学 15 ○ 2

精神医学 15 ○ 2

精神医学演習 15 ○ 1

臨床心理学 8 ○ 1

栄養学 8 ○ 1

救急救命学 8 ○ 1
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科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

専
門
基
礎
科
目

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

公衆衛生学 8 ○ 1

言語聴覚療法概論 8 ○ 1

臨床検査・画像診断学 8 ○ 1

保健医療福祉と
リハビリテーションの理念

リハビリテーション概論 15 ○ 2

チームアプローチ入門 15 ○ 1

保健医療福祉連携論 15 ○ 1

専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法学概論 8 ○ 1

基礎作業学 8 ○ 1

基礎作業学演習Ⅰ 15 ○ 1

基礎作業学演習Ⅱ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅠ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅡ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅢ 15 ○ 1

トランスレーショナルセミナーⅣ 15 ○ 1

作業療法研究法Ⅰ 8 ○ 1

作業療法研究法Ⅱ 30 ○ 2

作業療法管理学 作業療法管理学 15 ○ 2

作業療法評価学

作業療法評価学 8 ○ 1

身体障害作業療法評価学演習Ⅰ 15 ○ 1

身体障害作業療法評価学演習Ⅱ 15 ○ 1

精神障害作業療法評価学演習 15 ○ 1

高次脳機能障害作業療法評価学演習 15 ○ 1

作業療法治療学

作業療法理論 15 ○ 2

身体障害作業療法学Ⅰ 15 ○ 2

身体障害作業療法学Ⅱ 15 ○ 2

身体障害作業療法学演習 30 ○ 2

精神障害作業療法学 15 ○ 2

精神障害作業療法学演習 15 ○ 1

高齢期作業療法学 8 ○ 1

高齢期作業療法学演習 15 ○ 1

発達障害作業療法学 8 ○ 1

高次脳機能障害作業療法学 8 ○ 1

日常生活活動学 15 ○ 2

義肢装具学 15 ○ 2

福祉レクリエーション論 8 ○ 1

先端作業療法 8 ○ 1

臨床実習

臨床実習Ⅰ（体験実習） 90h ○ 2

臨床実習Ⅱ（評価実習） 225h ○ 5

臨床実習Ⅲ（地域実習） 45h ○ 1

臨床実習Ⅳ（総合実習） 405h ○ 9

臨床実習Ⅴ（総合実習） 405h ○ 9

地域作業療法学

地域生活支援論 8 ○ 1

地域作業療法学 8 ○ 1

職業リハビリテーション論Ⅰ 8 ○ 1

職業リハビリテーション論Ⅱ 8 ○ 1

生活環境論 8 ○ 1

福祉住環境論 8 ○ 1

特別演習
作業療法学総合演習Ⅰ 15 ○ 1

作業療法学総合演習Ⅱ 15 ○ 1

総計（卒業要件129単位以上） 125 16
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2　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）リハビリテーション学部に４年以上在学すること。

◦　 休学期間は在学期間に含めません。

◦　 在学期間は8年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

 　必修科目125単位、教養科目の選択科目から2単位以上、専門科目の選択科目から2単位以上を

修得し、129単位以上修得すること。

理学療法学専攻 作業療法学専攻

教養科目
（必修）18単位

（選択）2単位以上

（必修）18単位

（選択）2単位以上

専門基礎科目 （必修）41単位 （必修）42単位

専門科目
（必修）66単位

（選択）2単位以上

（必修）65単位

（選択）2単位以上

卒業要件：129単位以上

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
リハビリテーション学部の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、理学療法士または作業療法士

国家試験の受験資格が得られるとともに、学士（理学療法学）または学士（作業療法学）の学位が与

えられます。

4　履修登録単位数の上限
リハビリテーション学部では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録

単位数の上限を以下のとおり定めています。

履修登録をする際には、原則として上限を超えないよう注意してください。

履修登録単位数上限（年間）

理学療法学専攻 43単位

作業療法学専攻 43単位

5　臨床実習
（1）臨床実習の履修要件

臨床実習の履修には、原則として当該臨床実習科目より前に配当される必修科目の単位をすべて修

得していること。また、当該臨床実習科目と同時期に配当される必修科目の単位を、すべて修得する

見込みがあることを履修要件とします。
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